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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年2月6日(2020.2.6)

【公開番号】特開2019-50452(P2019-50452A)
【公開日】平成31年3月28日(2019.3.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-012
【出願番号】特願2017-172425(P2017-172425)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｄ
   Ｇ０８Ｂ   25/00     ５１０Ｍ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｓ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｐ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｑ
   Ｇ０３Ｂ   17/00     　　　Ｑ
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月17日(2019.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段を制御する制御装置であって、
　外部から撮影対象の位置を特定する情報を受信する受信手段と、
　前記情報によって特定される位置に、前記撮像手段における撮像方向を変更する変更手
段と、
　前記撮像手段を前記変更手段によって撮像方向を変更した際に、前記撮像手段の撮像方
向にある物体までの距離を取得する取得手段と、
　前記撮像手段の設置位置と前記受信手段で受信した情報が示す位置との距離と、前記取
得手段によって取得される距離とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果に応じた処理を行う処理手段と
　を有することを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　ネットワークと通信する通信手段を更に有し、
　前記受信手段は前記通信手段を介して外部装置から前記撮影対象の位置を特定する情報
を受信することを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記処理手段は、
　　前記撮像手段の設置位置と前記受信手段で受信した情報が示す位置との距離と前記取
得手段によって取得される距離と差が、予め設定された許容する閾値より小さい場合に、
前記処理手段は前記撮影対象の撮影が可と判定し、前記差が前記閾値以上である場合に撮
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影不可として判定する判定手段と、
　　該判定手段の判定結果を示す情報を、前記通信手段を介して、前記外部装置に送信す
る送信手段と
　を含むことを特徴とする請求項２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記処理手段は、
　　前記送信手段によって撮影可を示す情報を送信した後、前記通信手段を介して追尾の
要求を受信した場合、撮影対象の前記撮像手段による追尾を開始し、前記撮像手段により
継続して撮像で得た画像を前記外部装置に送信する追尾手段と
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の制御装置。
【請求項５】
　前記処理手段は、
　　前記送信手段によって撮影可を示す情報を送信した後、前記撮像手段によって撮像し
た画像を前記通信手段を介して前記外部装置に送信する画像送信手段と
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記撮像手段の設置位置と前記受信手段で受信した情報が示す位置との距離と前記取得
手段によって取得される距離と差が、予め設定された許容する閾値より小さい場合とは、
前記撮影対象と、前記物体とが同一の物体である場合であることを特徴とする請求項３に
記載の制御装置。
【請求項７】
　前記物体は、前記変更手段によって撮像方向を変更した際に前記撮像手段により撮影さ
れる物体であり、
　前記取得手段は、前記撮像手段から前記物体までの距離を測ることで得られた値を取得
することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の制御装置。
【請求項８】
　前記撮像手段を有することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の制御装
置。
【請求項９】
　撮像手段を制御する制御装置の制御方法であって、
　外部から撮影対象の位置を特定する情報を受信する受信工程と、
　前記情報によって特定される位置に、前記撮像手段における撮像方向を変更する変更工
程と、
　前記撮像手段を前記変更工程によって撮像方向を変更した際に、前記撮像手段の撮像方
向にある物体までの距離を取得する取得工程と、
　前記撮像手段の設置位置と前記受信工程で受信した情報が示す位置との距離と、前記取
得工程によって取得される距離とを比較する比較工程と、
　前記比較工程による比較の結果に応じた処理を行う処理工程と
　を有することを特徴とする制御装置の制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータに読み込ませ実行させることで、前記コンピュータを、請求項１乃至８の
いずれか１項に記載の制御装置として機能させるためのプログラム。
【請求項１１】
　複数の人感センサと、複数の監視カメラと、前記複数の監視カメラを制御する監視装置
とがネットワークを介して接続した監視システムであって、
　前記複数の人感センサそれぞれは、検出する範囲内に人の存在を検出した際に、検出し
たことを示す情報を前記監視装置に送信する手段を有し、
　前記複数の監視カメラそれぞれは、撮像手段及び請求項１乃至７のいずれか１項に記載
の制御装置を有し、
　前記監視装置は、
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　　前記複数の人感センサの設置位置を示す情報、及び、前記複数の監視カメラの設置位
置を示す情報を記憶する記憶手段と、
　　前記複数の人感センサのいずれかから人検出を示す情報を受信したとき、当該情報の
送信元の人感センサの位置を前記記憶手段から取得する取得手段と、
　　該取得手段で取得した位置に対して予め設定されため距離内に設置された監視カメラ
を前記記憶手段を参照して特定する特定手段と、
　　該特定手段で特定した監視カメラに対し、前記取得手段で取得した位置情報を含む撮
影要求を示す情報を送信する要求手段と、
　　該要求手段による撮影要求を示す情報の送信した後、前記特定した監視カメラからの
応答を示す情報に基づいて、監視カメラによる監視処理を行う監視処理手段と
　を有することを特徴とする監視システム。
【請求項１２】
　複数の監視カメラと、監視カメラから画像を取得する情報処理装置で構成される監視シ
ステムであって、
　前記複数の監視カメラそれぞれは、撮像手段及び請求項１乃至７のいずれか１項に記載
の制御装置を有し、
　前記情報処理装置は、
　　前記複数の監視カメラの設置位置を示す情報を記憶する記憶手段と、
　　監視すべき位置を示す位置情報を設定する設定手段と、
　　該設定手段で設定された位置情報が示す位置に対し、予め設定されため距離内に設置
された監視カメラを前記記憶手段を参照して特定する特定手段と、
　　該特定手段で特定した監視カメラに対し、前記設定手段で設定された位置情報を含む
撮影要求を示す情報を送信する第１の要求手段と、
　　該第１の要求手段による撮影要求を示す情報の送信した後、前記特定した監視カメラ
からの応答を示す情報に基づいて、監視カメラによる監視処理を行う監視処理手段と
　を有することを特徴とする監視システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この課題を解決するため、例えば本発明の制御装置は以下の構成を備える。すなわち、
　撮像手段を制御する制御装置であって、
　外部から撮影対象の位置を特定する情報を受信する受信手段と、
　前記情報によって特定される位置に、前記撮像手段における撮像方向を変更する変更手
段と、
　前記撮像手段を前記変更手段によって撮像方向を変更した際に、前記撮像手段の撮像方
向にある物体までの距離を取得する取得手段と、
　前記撮像手段の設置位置と前記受信手段で受信した情報が示す位置との距離と、前記取
得手段によって取得される距離とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果に応じた処理を行う処理手段とを有する。
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